
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

ＤＴＰエキスパート
マイスター

③ 13人 1人

人

人

％

■卒業者に占める就職者の割合
％

（令和

4 名 8.2 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/2023/subject_design/

■就職率　　　　　　　　　： 88.5

令和5年5月1日時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
デザイン企業、印刷会社のデザイン部門等 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいず
れかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

：

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように生徒に指導している。欠席が多い生徒に対しては本人と保護者に連絡をし、状況に応じて来校してもらい
複数の教職員で対応するようにしている。適時、指導会議を実施し、月1回の職員会議で学年担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に
努めている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
学費等免除の諸制度：1年次学費のうち、5～46万円の各種免除制度あり、例えばＡＯ入学で評定平均3.5以上の場合、25万円免除。
■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

就職等の
状況※２

■就職指導内容
学年担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが
連携し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導す
る。

■卒業者数　　　　　　　　： 27

■就職希望者数　　　　　： 26

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和4年4月1日時点において、在学者49名（令和4年4月1日入学者を含む）

85.2
■その他

4年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　　： 23 人

令和5年3月31日時点において、在学者45名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更等

卒業・進級
条件

試験及び平素の成績によって行う。試験は学期末試験および卒
業試験とし、試験の成績は100点満点30点以上を合格とする。

学修支援等

■クラス担任制：無

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
学年担任による個別面談等を通し、生徒一人ひとりの学習状況を
把握しながらの授業に努めている。

■サークル活動：

長期休み

■学年始：4月1日～4月6日
■夏　 季：7月24日～8月31日
■冬　 季：12月26日～1月8日
■学年末：2月21日～3月31日

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
評価の基準：評価基準は、90点以上をS、70点以上をA、50点以
上をB、30点以上をC、30点未満をF（不合格）とする。
評価の方法：試験及び平素の成績によって行う。

40人 31人 1人 1人 3人 4人

- -
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1800時間 360時間 120時間 1320時間

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数

講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程 デザイン科
平成26年文部科学省告示第7

号
-

学科の目的

デザイン科の学生が主に就職する印刷会社やＷＥＢ作成会社において必要な実践的かつ専門的な能力は、「デザインソフトの操作能力」及び「顧客との
コミュニケーション」である。本科ではこれらの能力を身につけることを目的としている。具体的には業界で広く使われているデザインソフトの操作能力の
修得に重点をおいて、品質の高い作品を数多く作成するようにしている。また、顧客とのコミュニケーションを身につけるために、作品のプレゼンテーショ
ンを実施している。さらに必要に応じて企業等と連携して最新で実践的な実習を行うことをしている。

048-642-0020
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　実学舎 昭和58年10月11日 永嶋　龍次
〒330-0855
埼玉県さいたま市大宮区上小町1450番3

（電話）

埼玉コンピュータ＆
医療事務専門学校

昭和59年3月31日 髙野　庸夫
〒330-0855
埼玉県さいたま市大宮区上小町1450番3

（電話） 048-642-0020

（別紙様式４）

令和5年7月31日※１
（前回公表年月日：令和4年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
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種別

①

①

③

③

③

③

③

埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校
校長

大木健一
埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校

教務部長代理

令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

医療法人明浩会　西大宮病院関隆司

（開催日時）
令和4年度第1回　令和4年8月22日　16：50～17：50
令和4年度第2回　令和4年12月20日　16：00～16：45

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

杉浦真一
埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校

総務課長

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

毎年8月と12月の2回開催

深野敦史
埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校

教務部長

永嶋龍次
埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校

理事長

坂本健司

髙野庸夫

埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校
副理事長

発知絵理香 株式会社　ソフタス

令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

鈴木良雄 公益社団法人　埼玉県情報サービス産業協会

斉藤等 株式会社　アイネット

令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

小林均 株式会社　太洋社印刷所
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

学生の就職先の業界において必要とされる技術・技能及び人材像の動向、国又は地域の産業振興の方向性、新産業成長に伴い新
たに必要とされる知識・技術・技能を、企業等にアンケートや聞き取り調査を行い、これらの分析結果と、本校ですでに実施している
年度反省会議、前期反省会議、教科会議、職員会議の内容とあわせて「教育課程編成委員会」にて検討し意見を伺い、この結果を
本校にて12月に次年度教育課程編成審議会で審議し、本校の教育課程（授業科目、授業内容、方法の改善、工夫）に反映すること
を基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

本校の教育課程の編成は、年度反省会議、教科会議、職員会議、前期反省会議の結果に基づき、次年度教育課程編成審議会で審
議し行っている。教育課程編成委員会は年度反省会議、教科会議、職員会議、前期反省会議の内容と、企業等におけるアンケート
や聞き取り調査の報告書を基に年2回実施し、その意見を次年度教育課程編成審議会に反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

桝谷都由 イシイ株式会社
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

令和5年7月31日現在
名　前 所　　　属 任期

森雅子 さいたま商工会議所



専攻分野に関する職業に必要となる実践的かつ専門的な能力を育成する目的で、企業等から講師の派遣を依頼する場合や、学生
が企業等で実習を受ける場合、教育課程編成委員会の提言と本校の検討を十分生かした内容を踏まえつつ、実習・演習等の内容、
期間、評価方法、料金等の事項を企業等と打ち合わせ協定書等を結ぶ。また、企業等から派遣された講師と本校担当教員が、実
習・演習等の状況や学生の状況について適時打ち合わせを行い、必要に応じて適切な対応をとる。校外においての企業等の実習に
おいても同様とする。実習・演習等が終了後、派遣講師が事前に定めた評価を行う。評価結果に基づき学校または派遣講師が単位
認定を行う。今回実施した実習・演習等の内容を年度反省会議にて検討し、今後の企業等と連携する実習・演習等に反映する。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
企業等委員より、 出された課題を言われた通りにこなしていくのではなく、自分で考え提案できるような作品制作をさせて欲しいとい
う要望をうけた。
この要望を受け、以下のような点を授業に取り入れた。
1.作品の幅を広げるために、専門分野だけでなく、いろいろな分野からの情報を取り入れたり、歴史的な美術作品、近代の優れたデ
ザインの例を授業内で見たり、博物館、美術館への見学を行った。
2.自分の意見をきちんと発することができるよう、授業内でのプレゼンテーションの機会を増やした。
3.共同制作を行いチームでのコミュニケーションの大切さを理解できるような授業を行った。
新型コロナウイルス感染対策として距離やパーティションで区切った環境での対面での話し合いや、オンラインでのファイル共有や
チャットなどコミュニケーションツールも活用した。

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
教育課程編成委員会の提言を受けて、学生の就職先の業界において必要とされる技術・技能や人材像の動向、国又は地域の産業
振興の方向性、新産業成長に伴い新たに必要とされる知識・技術・技能を、企業等と組織的な連携を通じて、その業界から派遣され
た職員が講師になり、あるいは学生が企業等で実習を受けるなりして、実践的かつ専門的な職業教育を受ける体制を構築することを
基本方針とする。また、本校で定めた評価方法に基づき、企業等と評価方法を定め、企業等の担当講師が評価を行い、担当講師も
しくは本校が単位を認定する。

作品研究

パッケージデザインと名刺デザインを行うことでクライアントの要
求を整理して具体化する技術を学習する。また初期のデザイン
イメージを伝えて他学生に写真撮影やイラスト作成を依頼するこ
とで自分の目指すことを伝えるノウハウを学習する。

有限会社　日本産業広告社

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
1-1理念・目的・育成人材像は定められているか
1-2学校の特色はなにか
1-3学校の将来構想を抱いているか

（２）学校運営

2-4運営方針は定められているか
2-5事業計画は定められているか
2-6運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか
2-7人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
2-8意思決定システムは確立されているか
2-9情報システム化等による業務の効率化が図られているか

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「第6回多様な資料の教材化ワークショップ」（連携企業等：TRC-ADEAC株式会社　東京大学大学院学際情報学府）
期間：令和5年4月以降予定　対象：専任教員
内容：教材制作の趣旨・ワークフローの説明や事例紹介とチームに分かれての教材作り、成果物の発表会と全体ディスカッション等
に参加することで、指導教材の作成方法や教材作成の狙いなどについてを学び指導に生かす。

研修名「プログラミング教育の指導に向けたインターネット配信公開講座」（連携企業等：放送大学）
期間：令和5年4月以降予定　対象：専任教員
内容：高校生までにプログラミング知識・経験がないデザイン科の学生に対して、ノーコードでのプログラミングを教える指導法や教材
作成の研究を行なう。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価
を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン（平成２５年３月文部科学省策定）」を踏まえつつ、学校自らが行った「自己点検・評価」の結
果を、企業等の役員又は職員その他必要な委員（保護者、卒業生等）により組織される学校関係者評価委員会において評価し、そ
れをすべての教職員が参加する「次年度教育課程編成審議会」「年度反省会議」で検討し、次年度の教育活動その他学校運営に活
用することを基本方針とする。また、「自己点検・評価」及び「学校関係者評価委員会」の結果は、本校ホームページにて公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「DTPエキスパートポイント講座（オンライン研修）（提携企業等　公益社団法人日本印刷技術協会）
期間：2023年7月予定　対象：専任教員
内容：DTPエキスパートマイスター実技試験ポイント解説　出題傾向と過去問題のポイント解説により理解を深める。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

最新の知識・技術・技能の習得、授業及び生徒に対する指導力等の修得・向上、その他、教員の資質向上のため、教員の業務経験
や能力、担当科目、授業以外の担当業務等に応じて、専攻分野における実務に関する研修、指導力の修得・向上のための研修を企
業等と連携して行うことを研修規程に定めている。また、研修を受けた教員は、必要に応じて他の教員への研修報告を行う。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「DTPエキスパートポイント講座（オンライン研修）（提携企業等　公益社団法人日本印刷技術協会）
期間：2023年1月27日　　対象：専任教員
内容：DTPエキスパートマイスター実技試験ポイント解説　出題傾向と過去問題のポイント解説により理解を深める。

②指導力の修得・向上のための研修等
研修名「第5回多様な資料の教材化ワークショップ」（連携企業等：TRC-ADEAC株式会社　東京大学大学院学際情報学府）
期間：2022年12月27日　　対象：専任教員
内容：教材制作の趣旨・ワークフローの説明や事例紹介とチームに分かれての教材作り、成果物の発表会と全体ディスカッション等
に参加することで、指導教材の作成方法や教材作成の狙いなどについてを学び指導に生かす。

（３）研修等の計画



種別

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員より「就活者と企業等のマッチングの強化をしてはどうか」との意見を受け、就活斡旋業者と連携し、一度に多く
の会社案内に参加できるオンラインのイベントを、1年生のキャリアデザイン(就職指導)の授業内で10月～2月の期間で(合計41社)実
施した。2年進級後は個別の企業のオンライン説明会を数多く実施する予定である。また、地元での就職を希望する学生も多いことか
ら、ハローワークとの連携も模索している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

9-41法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
9-42個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
9-43自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
9-44自己点検・自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献
10-45学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか
10-46学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

（１１）国際交流 特に定めていない

（６）教育環境

6-30施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備できているか
6-31学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整
備しているか
6-32防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

7-33学生募集活動は、適正に行われているか
7-34学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
7-35入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか
7-36学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

8-37中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
8-38予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
8-39財務について会計監査が適正におこなわれているか
8-40財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

3-10各教科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材
ニーズに向けて正しく方向づけられているか
3-11各学科の教育目標、育成人材像を構築する知識、技術、人間性等は、
業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を勘案して、到達
することが可能なレベルとして、明確に定められているか
3-12カリキュラムは体系的に編成されているか
3-13学科の各教科は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか
3-14授業評価の実施・評価体制はあるか
3-15育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保してい
るか
3-16成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
3-17資格取得の指導体制はあるか

（４）学修成果

4-18就職率(卒業者就職率・求職者就職率。専門就職率）の向上が図られて
いるか
4-19資格取得率の向上が図られているか
4-20退学率の低減が図られているか
4-21卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

（５）学生支援

5-22就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか
5-23学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
5-24学生の経済的側面に対する支援が全面的に整備され、有効に機能して
いるか
5-25学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか
5-26課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか
5-27学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
5-28保護者と適切に連携しているか
5-29卒業生への支援体制はあるか



教育関係者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

父母等

父母等

卒業生

卒業生

1-1学校の教育・人材育成の目標、特色
1-2校長名、所在地、連絡等
1-3学校の沿革、歴史

小林均 株式会社太洋社印刷所
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

青山実津希 卒業生
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

小河原昌希 卒業生
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

発知絵理香

関隆司

小林恵美

株式会社ソフタス

医療法人明浩会　西大宮病院

父母等

令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

令和5年7月31日～
令和7年3月31日（1年8か
月）

斉藤等 株式会社アイネット
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

父母等和田拓也
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

長谷川清司 元高等学校校長
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

桝谷都由 イシイ株式会社
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

（８）学校の財務 8-22財務状況

（５）様々な教育活動・教育環境 5-15施設・設備
5-16課外活動のこと

（６）学生の生活支援 6-17学生への経済面での支援

（７）学生納付金・修学支援
7-18学費
7-19学費以外の費用
7-20学費免除制度
7-21学費以外の経済的支援制度

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ・広報誌等の刊行物・その他（　　　　　））
URL：https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2022/evaluation20220831.pdf
公表時期：令和4年8月31日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情
報を提供していること。」関係

（４）キャリア教育・実践的職業教育
4-11キャリア教育の内容
4-12就職率
4-13主な就職先
4-14実践的職業教育の内容

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
企業等の関係者が本校の専門課程全般について理解を深めるとともに、企業等との関係者との連携及び協力の推進に資するため
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」を踏まえつつ、本校の教育活動その他の学校運営の状況に関する
情報をホームページや印刷物にて提供することを基本方針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目

（２）各学科等の教育

2-4入学定員及び在学学生数
2-5各学科の特徴
2-6各学科の目標資格と取得率
2-7各学科のめざす職業
2-8各学科の時間割

（３）教職員 3-9各学科の教職員の紹介
3-10特徴ある教員の紹介

学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf


※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（９）学校評価 9-23自己点検・評価の結果
9-24学校関係者評価の結果

（１０）国際連携の状況 特になし
（１１）その他 特になし

（ホームページ・広報誌等の刊行物・その他（　　　　　））
URL：https://www.saitama-cmcc.ac.jp/
公表時期：令和5年4月1日

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/pdf/2020/evaluation20210924.pdf
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○
コンピュー
タ の 基 礎

Windows環境でのパソコンの操作、Wordによ
る文書表現・ビジネス文書作成、Excelによ
る表計算機能の操作技術の習得をめざしま
す。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○ Ｗｅｂ基礎

コンピュータの構造や使われている技術、
システム運用を理解します。HTMLとCSSの理
解とホームページ制作の技術を習得しま
す。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○ ＤＴＰ基礎
文字組版のルールから文字、写真、イラス
トを組み合わせたDTPの基礎を学びます。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
写真撮影実
習 Ⅰ

カメラの構造やアナログ写真とデジタル写
真の違い、写真の構図、ライティングなど
の実践的な技術の習得をします。

１
通

60 2 △ ○ ○ △ ○

○
写真撮影実
習 Ⅱ

プロが使用する撮影機材を用いた高度な撮
影技術を学び、実践的な作品制作をしま
す。また映像制作の基礎的な部分を学習し
ます。

2
通

60 2 △ ○ ○ △ ○

○
画像編集技
術 Ⅰ

画像編集ソフトAdobe Systems 社の
「Photoshop」を使って、写真画像などの
ビットマップ画像を扱う技術を習得し、作
品を制作します。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
画像編集技
術 Ⅱ

1年次に引き続き、画像編集ソフト
「Photoshop」を使って、より高度な技術を
習得します。印刷物やWebなどのデジタルコ
ンテンツ作成の応用力を身につけます。

2
通

120 4 △ ○ ○ ○

○
イラストデ
ザイン基礎

イラスト制作の基盤となるソフトAdobe
Systems 社の 「Illustrator」の技術の習
得をします。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
イラストデ
ザイン応用

「Illustrator」「Photoshop」の基礎を固
めると共に応用力を高め、デザイン、イラ
ストに反映できるようにします。外部コン
テストへの作品応募を目標とします。

2
通

120 4 △ ○ ○ ○

○
レイアウト
基 礎

グラフィックデザイン(広告、ポスター、チ
ラシ、雑誌、書籍）制作のレイアウトソフ
トAdobe Systems 社の「 InDesign」の技術
の習得とともにレイアウトの基礎を学びま
す。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

○ 印 刷 技 術
製版から印刷までの一連の印刷工程を学び
ます。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

○
ポートフォ
リ オ 制 作

就職活動で使用するポートフォリオを制作
します。このポートフォリオは企業に持参
しプレゼンをします。

１
通

60 2 △ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程デザイン科）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
ポートフォ
リ オ 制 作

１年次に制作したポートフォリオの完成度
を上げ、プレゼンテーション技術を向上さ
せます。

２
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 色 彩 演 習
色彩の科学的理解と同時に､デザインに求め
られる色彩のセンスや表現力を養い、色彩
検定の合格をめざします。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 卒 業 制 作
１年時に習得した技術をもとにグループ制
作を行い、より完成度の高い卒業作品を作
成します。

2
通

120 4 ○ ○ ○

○ 作 品 研 究
印刷物やデジタルコンテンツの企画、制作
を行い、商品になるための専門的な知識、
技術を身につけ、作品を作成します。

2
通

120 4 △ ○ ○ 〇 ○ ○

○
グラフィッ
クデザイン
演 習 Ⅰ

デザインから印刷納品までの一連の流れを
理解し、DTPエキスパート試験の合格をめざ
します。

１
通

120 8 ○ △ △ ○ ○

○
グラフィッ
クデザイン
実 習 Ⅰ

グラフィックデザインにおいて必須のAdobe
Systems 社の「Illustrator」
「Photoshop」「 In Desgin」の３つのソフ
トの連携方法と、DTPデザインの基礎の技術
習得を目指します。

１
通

120 4 △ ○ ○ ○

○
グラフィッ
クデザイン
演 習 Ⅱ

印刷編集ソフト「InDesign」を使った高度
なレイアウト表現を身につけます。タイポ
グラフィーを応用し、企業内で通用できる
技術を習得します。

2
通

120 8 △ ○ ○ ○

○
グラフィッ
クデザイン
実 習 Ⅱ

広範な印刷媒体（雑誌、チラシ、ポス
ター、包装用紙、カタログ、ダイレクト・
メールなど）に適応できるDTP組版技術を身
につけます。

2
通

120 4 △ ○ ○ ○

○
Ｗｅｂ演習

Ⅰ

Web技術の仕組みを学び、PCやスマートフォ
ン、その他さまざまなデバイスに応じたWeb
デザインに対応できる実践力を学びます。

１
通

120 8 ○ △ △ ○ 〇

○
Ｗｅｂデザ
イン制作Ⅰ

HTMLとCSSを用いたデザインを理解します。
どういったホームページが使いやすいかを
知り、グリッドデザインとWebプログラミン
グを学びます。

１
通

120 4 △ ○ ○ ○

○
Ｗｅｂ演習

Ⅱ

Webシステムの応用を理解します。Webプロ
グラミングの技術の習得やWebサイト管理の
仕組みを学習します。

2
通

120 8 ○ △ ○ ○

○
Ｗｅｂデザ
イン制作Ⅱ

Webデザインの実践例を学びます。ユーザー
インタフェースの設計や、広範なデジタル
デバイスにおけるコンテンツでのデザイン
手法を学びます。

2
通

120 4 ○ ○ 〇

○
キャリアデ
ザ イ ン

キャリアデザインを概観することで自己内
省を行い、
それを元に履歴書を完成し、面接対策を行
う。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○
キャリアデ
ザ イ ン

就職活動においての企業研究、
キャリアパスをデザインすることを学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
ＨＲ（キャ
リア指導含
む ）

前期はビジネスマナーを習得し後期は就活
に関する対策(一般常識・作文・コミュニ
ケーションスキル）を行う。

１
通

60 4 ○ ○ ○



○
ＨＲ（キャ
リア指導含
む ）

就職活動における補助を目的とする。
（面接、履歴書指導、ポートフォリオ指導
等）

2
通

60 4 ○ ○ ○

２６科目合計 １８００単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

評価・成績が全科目30点以上であり、卒業判定会議において卒業が認められた者。
１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 週


